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論文の要旨 
1. 論文課題・方法

能登半島地震発生後の５月末、筆者は被災者

支援のボランティア活動に参加し、輪島市門前

町の「禅の里交流館」前の空間にて、印象的な

光景を目にした。それは、地域の住民同士が互

いに名前を呼び合い、近い距離感で語り合う様

子だった。特に高齢者が多い地域にも関わらず

住民の中心で明るく、たくましく接する一人の

女性の姿が強く印象に残った。一定の距離感を

保つ東京のコミュニティとは異なり、一体感を

持つ門前町でのコミュニティは何を元に育まれ

ているのか疑問に思った。 

そこで、印象に残った女性、宮下杏里さんへ

の聞き取り調査を中心に、それぞれ異なる背景

を持つ門前町の地域住民が、何を梃子に一つの

場所に集まるのかを明らにし、輪島市門前町に

おける共同性のあり方を田中（2010）『地域か

ら生まれる公共性』の議論をもとに検討した。 

2. 仮説

本論文においては、田中重好（2010）によ

る『地域から生まれる公共性』の議論を元に、

「宮下さんは、地域の情報を豊富に持っている

ため地域住民から慕われている。」「能登半島門

前町『禅の里交流館』は目的的な共同性をも

つ。（第４章にて説明する概念を使用）」「門前

町の住民間に存在する共同性は公共性へと転換

できる。」という３つの仮説を立てた。 

3. 主な知見

總持寺通り商店街管理部宮下杏里さんへの聞

き取り調査から、輪島市門前町の住民にとって

總持寺や總持寺通り商店街は、宗教組織として

ではなく、地域の共同の空間として関心が寄せ

られていることが明らかとなった。總持寺が重

要文化財に認定されたという事実やニュース報

道によって、地域住民は誇りを感じさせられる

とともに、門前地域を離れて暮らす人々にとっ
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てもそれは関心を引く話題となり、地域の共同

空間としての存在感を高めている。 

また、父親が行政職員として働いていた経験

を持つ宮下さんは、「新しいことをすべて吸収し

ていきたい」という想いを抱いている。宮下さ

んの職場である「禅の里交流館」は、地元住民

が日常的に訪れるだけではなく、外部者との関

係性の中で収集された情報の共有拠点として門

前町の中心としての役割を果たしていた。 

4. 考察と結論

宮下さんが地域の情報を豊富に集めることが

できた要因として、地域に関する内情に関心を

持つ「人柄」、父が行政職員であったという

「生い立ち」、職場である禅の里交流館が外部

者との長い関係性の中で収集された情報を共

有、交換する拠点であるという「存在意義」の

３つが考えられる。 

田中（2010）による議論を門前町に当ては

めると、門前町での潜在的な共同性は、總持寺

や總持寺通り商店街という、日常的に関与しつ

つも地域への誇りを感じ取れる場によって共同

性への自覚を促進し「目的的な共同性」として

存在している。 

こうした、自らで意識的に関わり合うことで

新たに創出される共同性は、「小さな公共性」

（林 2000）と呼ばれ、制度化された公共性を

「大文字の公共性」、言説としての公共性を

「小文字の公共性」（田中 2010）として区別さ

れる。總持寺を中心とした門前エリアへの輪島

市景観計画には、地域住民や関係者が、その歴

史的・文化的な価値を守り、地域のシンボルと

して大切にしようとする意識が見られる。筆者

はこの景観計画を、共同性を制度化するものと

捉え、輪島市門前町は「小さな小文字の公共

性」から「小さな大文字の公共性」へと移転す

るプロセスにある地域の一例と考察した。 

今後、本論文を手に取った方々にとって門前

町への関心を深めるきっかけとなり、さらには

輪島市における生活をより良いものにするため

の研究を行う一助となることを期待し結論とす

る。 
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